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序 文 
 
 

 日本臨床検査医学会が，保険点数委員会の中に『日常初期診療における臨床検査の使い方』小委員

会を発足したのは 1988 年である。当時，米国において CLIA ’88 ｢ 臨床検査室改善法 ’88 ｣が施行され，

政府管掌医療保険に DRG/PPS (Diagnosis-Related Group/Prospective Payment System)が導入された状況

から判断して，わが国において効率的な臨床検査の利用を普及させることの必要性が認識されたため

であった。最初のガイドライン ｢ 日常初期診療における臨床検査の使い方・基本的検査(案)｣ が出版さ

れたのは 1989 年 7 月であり，その後も臓器別臨床検査の使い方ガイドライン(案)が続刊された。 

 米国で普及しつつある DRG/PPS は，一時的には入院費用の劇的な減少をもたらしたが，いくつかの

問題点も顕在化し，現在でも日々改善が図られている。欧州の先進国においても，それに類した医療

報酬支払い方式が施行されている。 

 わが国においても，1998 年 12 月に厚生労働省に ｢ DRG試行検討委員会｣が発足して以来，さまざま

な検討が続けられている。こうした動向を踏まえて，『日常初期診療における臨床検査の使い方』小

委員会は 1998 年度から再編成され，その成果として ｢ DRG/PPS 対応 臨床検査ガイドライン ｣ を発刊

し，その後も毎年改定版を出版し，多くの方々から建設的な意見を頂いてきた。厚生労働省は日本型

包括支払い方式として入院患者に対する DPC(Diagnosis-Procedure Complex)を公表し，2003 年度より

国立大学附属病院等に導入することを決定した。今回の第 5 次ガイドライン案の編集，執筆に当たっ

ては基本的には従来の考え方を踏襲しているが，タイトルを ｢ 診断群別臨床検査のガイドライン2003 

(第 5 次案)－医療の標準化に向けて－｣ に変更した。 

 医療について多くのマニュアル，ガイドラインが，近年，さまざまな専門家グループによって公開

されている。マニュアル医療に対する一部医療人から批判もあるが，これによって医療の医師間ばら

つきが改善され，結果的に医療内容の質が平均して向上することは衆人の認めるところであろう。本

委員会の現在の活動成果は未だ EBLM(根拠に基づく臨床検査医学)によるものではないが，将来に向

けた貴重な第一歩である。今後，幅広い関係者の努力と協力によって，一層充実したガイドライン案

が作成されることに期待する。 
 
  平成 15 年 9 月 

自治医科大学名誉教授・国際臨床病理センター所長 河 合  忠 

 

 



｢診断群別臨床検査のガイドライン 2003 
～医療の標準化に向けて～｣ 発刊の経緯について 

 
 本ガイドラインは 1999 年 4 月に｢DRG/PPS 対応臨床検査のガイドライン｣として第一次案を発刊以

来，今日に至る迄毎年更新し今回はガイドライン 2003 が発刊の運びとなった。本ガイドラインは日本

臨床検査医学会として最近の包括化医療の中での適正な臨床検査の使い方を検討し，これを全国に普

及させるのを目的に作成されている。 

 医療制度の中においては，本年からは大学病院などの特定機能病院での包括化が進みDPC(Diagnosis 
Procedure Combination)という疾患単位で保険点数がつくシステムが導入された。この導入により，臨

床検査の点数がそれぞれの疾患にいくらかかるのか不明確なものとなった。 

 一方，従来包括医療のシンボルのように用いていた DRG/PPS は最近かなりトーンダウンしてきた。

そうなると当然の事ながら，今回は本ガイドラインのタイトルも変更せざるをえない状況となり委員

会で議論した結果，表題にある｢診断群別臨床検査のガイドライン2003～医療の標準化に向けて～｣と

なった。 

 今回は昨年の四次案に比べ若干の追加があるのみである。追加疾患としては，｢膵臓癌｣を加藤眞三

先生に，｢乳癌｣を国立がんセンター福富隆志先生に，追加執筆して頂くことになった。したがって，

今回のガイドラインでは合計 38 の疾患が記載されている。また，DPC についての解説を慶應義塾大学

の池上先生に執筆して頂いた。 
 いつもと同様是非，先生方から忌憚のないご意見を頂きたいと思う。 

 本ガイドラインは学会の中においても臨床検査医学の実学発展のために極めて有用との評価を得て

おり，今後とも継続して発刊する予定である。ただ，やはり問題は臨床検査医のみでこれを推薦して

も実際の臨床医がすぐ使ってくれるかどうかは疑問である。したがって，いつも述べているように，

関連専門学会でのチェックを十分行い，今後専門学会での approve をとる事が重要である。 
 なお，本委員会のメンバーは下記に示す如く前回と全く同様である。しかし，来年度からは委員会

の見直しが予定されるので，新たな形でのスタートが考えられる。是非，今後とも先生方のご協力を

お願いしたい。 

 最後に今までに貴重なご意見をお寄せ頂いた先生方に感謝すると共に，今回のガイドラインを執筆

して頂いた先生方に心から深謝する。 

 また，例年通り公益信託「臨床病理学研究振興基金」の本研究に対する助成に深謝する次第である。

さらに今回からは日本臨床検査医学会からの補助金も得ている。 

 なお，今回は 9 月に発刊予定であったが，原稿収集が遅れてしまい日本臨床検査医学会総会で配布

できなかった事をお詫びしたい。 
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